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　2017年10月最後の日曜日に、所沢キャンパスで「人
間科学の未来を拓く」をテーマとする公開シンポジ
ウムを開催した。このシンポジウムは、早稲田大学
人間科学部創設30周年を記念する事業の一環として
行われたもので、当日は雨にもかかわらず、およそ
580名ほどの卒業生、現役・退職教員、その他関係
者らが集まり、校友や恩師との旧交を温めた。ここ
では、パネリストの先生方に話題提供として話して
いただいた講演を書き起こした原稿に、各々加筆修
正いただいたものを掲載し、本シンポジウムの報告
としたい。
　「人間科学の未来を拓く」というテーマは、創設
30周年記念事業を貫くものである。単に昔を懐かし
むといったことではなく、これまでに歩んだ歴史を
大事にしながらも、新たな未来を拓いていくには今
何が必要なのか、そのことをともに考えるというの
が趣旨である。
　30年間という年月は、現代社会においては世代交
代に要する時間でもある。近年の晩婚化・高齢出産
化の影響もあり、１期生から数世代にわたって人科
を卒業していった卒業生たちのなかには、家庭を築
き、子どもたちが大学生前後になる者も多いのでは
ないだろうか。そうした卒業生のうち一部の者は学
問の道に進み、さらにそのうちの何名かは「外の風」
に晒された後、人科に専任教員として戻り、いまや
人科で中堅の教員となっている。その一方、創設時
から教鞭をとる先生方は年々定年退職を迎えて所沢
キャンパスを去っていき、残るはあと数名という状
況である。
　このように、人科における世代交代が進む中、人
科が今、未来を担う次世代に向けて何を発信できる
のか？一方で、社会で活躍する卒業生や、退職され
ていった先輩先生方の目に今の人科がどのように映
るのか？また、人科のこれからに何を期待されてい
るのか？ 公開シンポジウムのパネリストには、人
間科学部創設当初から教鞭をとっていらっしゃった
柿﨑京一名誉教授（村落社会学）、菅野純名誉教授
（教育臨床心理学）、木村一郎名誉教授（細胞生物学）
にお願いし、こうした思いを投げかけ、お話いただ
いた。
　昔話も含む各講演の全貌については後の頁で味
わっていただきたいが、ここでは少しだけ３つのお
話の議論が絡む点をピックアップし、読者の皆さん
にも人科の未来について考える契機としていただき
たい。
　柿﨑先生は、創設当初の人科で開講していた村落
における社会調査実習の思い出話から始め、イン
フォーマントの皆さんが示してくれた「他者へのや
さしさ、思いやりといった感性」を、「現生人類は
生きる知慧として（中略）あたかも生得的かのよう
早稲田大学人間科学部創設30周年記念公開シンポジウム報告
「人間科学の未来を拓く」
日時：2017年10月28日（日）14時～15時半
会場：所沢キャンパス　101号館101教室
司会：早稲田大学人間科学学術院教授　太田　俊二（地球環境科学）
パネリスト
　早稲田大学名誉教授　柿崎　京一（村落社会学）
　「方法としての社会調査（実習）－人間科学アプローチへの端緒を拓く－」
　早稲田大学名誉教授　菅野　純（教育臨床心理学）
　「人間科学を〈生きる〉」
　早稲田大学名誉教授　木村　一郎（細胞生物学）
　「人間科学部『あのころ　いま　そして』」
－ 294 －
人間科学研究　第32巻 第２号　00－00（2019）人間科学研究　Vol.32, No.2（2019）
に文化の深層に刻み込んできた」と総括された。一
方、人工知能が「自ら進化し、意思を持って人類と
対立する時代の到来」を予測するホーキング博士の
ことばに触れつつ、「現生人類の存続を前提として
考える場合、今後人間工学の進むべき方向を、人類
の福祉にいかに貢献させるかという前提に立って、
制御し、コントロールすることが大きな課題となる
だろう」と、そして、「そうした課題に応える担い
手として人間科学への期待が一層高まる」と指摘し
ている。
　菅野先生は、「自己一致」をテーマとしたお話の
中で、ご自身の臨床心理学のエッセンスは、「他者
および自己と誠実にかかわる」ことであるとした。
それを敷衍して、「人間科学というのは学際的です。
学際的というのは、互いに相手を非難しては成り立
たないものです。まずは相手を受け入れて、理解す
る努力というものがとても大事になってくるのでは
ないか」とチャレンジされた。
　木村先生のお話では、ご出身の東京大学教養学部
での学生としての経験や、人科での教員としての経
験を踏まえ、カリキュラムのあり方に踏み込んだ提
言があった。「僕は持論として、人間科学部の学生
であるならばこれだけは勉強してほしい、この学科
に属している学生ならば、これだけは最低限学んで
何かを掴んで卒業してほしいというものがあってし
かるべきだ」。何を必修とするかは、「教員側が設定
すればいい」と言う。「今の時代、学生諸君の自主
性を重んじるということで、その結果としていわゆ
るおいしい科目だけを選ぶとか、単位が取りやすい
ものというふうに流れがちですが、そこはぜひ軌道
修正していただけたらと思います。」そして、そう
した改革の向こうに、「ナンバーワンよりもオンリー
ワンの人間科学部を期待しています」と講演を締め
括った。
　人類は、利他的な感性をもちながら人に接し、社
会を成立させてきた。その一方で、人工知能に限ら
ず、常に異質な存在と遭遇し続け、その都度共存す
る道を模索してきた。異質な他者を受け入れるには
努力がいる。ただし、自分を犠牲にしてということ
では無理があり、続かない。しかし、自分にも、他
者にも誠実であるにはどのようにすればいいのか？
どちらも妥協することなく、どちらにも誠実に、な
んてできるのだろうか？頭が固くなってしまってか
らではそうした柔軟な考え方はできそうにない。そ
ういう意味では、多少の好き嫌いがあろうとも、若
い頃に異なる視点を自らに叩き込むといった経験も
必要なのかも知れない。
　先生方の講演には、先生方がどのようにして複眼
的な視点をもつに至ったのか、あるいはどのような
人が模範となるのかなどが味わい深く語られている。
当日、シンポジウムに参加できなかった皆さんも、
参加された皆さんも、是非今一度、ここに収められ
た先生方の講演に耳を傾けていただければ幸甚であ
る。
古山　宣洋
早稲田大学人間科学学術院教授
早稲田大学人間科学部30周年記念事業検討会委員
方法としての社会調査（実習）
－人間科学アプローチへの端緒を拓く－
柿﨑　京一
　ただいま紹介を
いただきました柿
﨑です。
　人間科学部には
創設当初から10年
在職しておりまし
た。本日は人間科
学部創設30周年記
念を迎えられまし
たこと、衷心より
お祝い申し上げます。開学部当時植えられた樹々も
伸長し、キャンパスが森に包まれている景観に30年
の年輪を感じさせられます。今日この祝賀にご参会
の頼もしい卒業生諸君の雄姿に接し、改めて卒業生
諸君と共に慶び合える幸せを切々と感じているとこ
ろです。
　ところで、ただいまこの会場に入って心おだやか
でない事態に遭遇しているところです。会場に掲げ
ています「公開シンポジウム」のテーマに「人間科
学の未来を拓く」とあります。迂闊なことに私が用
意してきました話は、こういう難しいテーマではあ
りません。その経緯は後に触れるとして、いまとなっ
て機転を働かす余裕もなく、予め用意してきました
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筋書きに従い雑駁な話となりますことをお許し下さい。
　発足当時の人間科学部は、周知のように人間基礎科
学・人間健康科学・スポーツ科学の３学科編成であっ
て、私の所属する人間基礎科学科は大別して生物学・
心理学・社会学の３領域の構成でした。つまり人間科
学の基礎としてこの３分野のいわば学際的教育研究を
構想していたようです。本日のパネリストの選定もこ
の３領域を基準にしているようですが、こうした学際
研究については後で少し触れてみようと思います。
　人間基礎科学科、通称基礎科を構成する３領域の学
問のうち、生物学と心理学の一部は実験科学、社会学、
これには文化人類学も含みますが、それと社会心理学
は経験科学として区別され、方法論に違いがあります。
しかもこの違いは教育制度上、とくに施設や教育・研
究費の配分上にも著しい格差のあることを通例として
います。そうした格差の基礎には社会学の成立過程が
大きく影響していたと思われるのですが、現在でも早
大に限らず多くの大学で社会学は文学部に配置されて
いるわけです。しかし、社会学はその成立当初の思弁
的・哲学的学問から実証的・経験科学に発展するまで
には長い時間を要しました。日本でも社会学ははじめ
哲学に含まれており、独立した学問として扱われるよ
うになるのは大筋として第二次世界大戦以後となりま
す。しかしその後も人文科学系の非実験講座の扱いが
続きました。私の記憶では社会学が制度上実験講座の
扱いをうけるようになりますのは1970年代の後半以後
だったように思います。しかし各大学での予算配分に
際して社会学の扱いは、まだまだ実験講座扱いには程
遠いものでした。
　ところが、全国に先駆けて人間科学の旗幟を掲げた
早稲田大学の人間科学部、その一翼を担う基礎科学科
では、学科構成の基本となる生物学・心理学・社会学
のいずれも実験講座扱いで、社会学は自然科学同様の
実習費と実習室の配分をうけていました。これは全国
的にみてもきわめて画期的なことであったわけです。
私が社会学系を代表して今ここに立っていますのは、
卒業生諸君が学生時代に受講した村落調査実習の記憶
が強かったことにあったからのようです。何しろ当時
学生の間では「柿﨑の調査実習は地獄だ」と囁かれて
いたようです。もっとも地獄と評されても選択する学
生数はあまり減りませんでしたが。というわけで本日
は、かつて調査実習を担当しました当時の思い出を中
心に語ることになります。
　社会学は端的に言いますと、社会生活を送っている
人々が日常的に営んでいる社会的行動を研究の対象と
する社会科学の一分野ということです。この場合の社
会的行動とは他者との行為の交換、つまり相互行為の
織りなす社会システム、言い換えれば相互行為の体系
について、その構造と機能、及び変動を主題として研
究する経験科学ということになります。
　このように特殊社会科学の市民権を得ました社会学
は第二次大戦後に研究方法として社会調査法を確立し
ました。つまり、人々の営む社会的行為に関するデー
タを蒐集し、分析を通じて対象とする相互行為の体系、
具体的には社会関係・集団や組織、更には全体社会に
ついて記述し、解決する科学的方法を確立したわけで
す。
　早稲田大学で人間科学という学際的学部を構想した
際、社会学を基幹の一学科に位置づけ、その研究法、
つまり人々の日常的行為の実証研究方法として社会調
査実習を重視したわけです。カリキュラムの教科目と
して社会調査法及び実習は必修・通年履修で、家族・
都市・村落の３分野から1つを選択する方式です。私
の担当は村落ですが、現地調査実習をはじめデータの
分析・記述まで文化人類学の矢野敬生教授と助手も加
わり、３人体制で指導に当たっていました。
　抽象的な話はこれぐらいにして、以下、私が担当し
ました村落調査実習についてその概要を紹介し、調査
実習の成果について考えてみたいと思います。現地調
査は教員の準備のための行動を除けば、予備・本調査
と補充調査に大別されます。本調査に入る前の履修学
生の主な準備作業としては、（1）予め教員が現地で蒐
集した資料などを参考にして作成した個別の調査テー
マの一覧表から履修学生各自がそれぞれ単独のテーマ
を選択すること、（2）選択したテーマに関する文献や
現地資料等を通じて理解を深め、テーマに関して考究
すべき課題を明確にする。（3）面接聞取りすべき質問
を設定し、一人最大A4版１枚に書き出し、提出する
ことです。教員側でこの提出した各自の質問紙をもと
に、これに調査世帯の概況調査のフェイス・シートを
加え、最終的に個別訪問の世帯調査表を作成します。
その結果、その年度の履修学生数の多少にもよります
が、ほぼA ４版で30枚前後の大部のものとなりますこ
とを通例としていました。
　本調査に入る前に、この完成した世帯調査表につい
て、学生有志が参加してプリテストを現地で実施し、
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その後に完成した世帯表について説明します。その
後で聞取り調査の成否は学生の態度によって大きく
左右されること、そのため相手から教わるという態
度が大切であること強調します。しかしこの段階で
はまだこうした注意よりも集落内での合宿生活に対
する関心が強く、宿泊所が集落内の公民館と伝える
と、素早く「公民館に風呂がありますか」と質問が
出ます。「ありません」と答えると、矢継ぎ早に「ど
うしますか」と返ってくる。私はすかさず「１週間
風呂に入らなかったため死んだという話を聞いたこ
とがありません」と返答した途端、一斉のブーイン
グを浴びることになります。
　本調査は夏期休暇に入る７月中旬に実施すること
を通例としていました。集落に到着しましたら公民
館に持参の荷物を置き、予め教員側で用意していま
した集落内の住宅地図を学生各人への割当て世帯調
査の世帯主一覧表を持参して、まず区長に挨拶、そ
の後に集落を一巡します。歩きながら学生は割り当
てられた農家の位置を確認することになります。こ
の巡回の過程で私には密かに期待しているある企て
がありました。それは普段のキャンパス内で感じて
いることですが、学生は全般的に高校時代まで偏差
値に象徴される学力競争を勝ち抜いてきたという自
負心、自己中心的態度が目立ちます。こうした態度
に衝撃を与え、素直で協調的な性格を合宿調査実習
を通じてとり戻す契機をつくり出すことです。
　具体的には、例えば畑に栽培している野菜の名前
を当てさせることです。トマトや茄子の実が成って
いる場合はともかく、特に地下茎の大根や人参・牛
蒡などには全ったくと言ってよい程無知です。また
農家の生垣にグミが赤く稔っていることがあります。
私は立ち止まって一粒を口に入れたら、「旨い」と
言っても容易に手を出そうとしません。棗の場合で
も同じ反応でした。すかさず私は、「こんなことは
ムラの子供でも知っている」と言って、自分の子供
時分のムラでの生活経験を話しますと、だんだん学
生は私の話に耳を傾けるようになります。
　また道で出会った人や屋外で仕事をしている人を
見付けて私が挨拶を交わしているうちに、何時の間
にか学生も声を出して挨拶したり、立ち止まって短
い会話を交わすようになります。こうした学生に
とってはこれまで経験したことのない、いわば異文
化的環境との出会いとなるわけですがその極め付き
はムラの鎮守の存在です。勿論、学生にとって神社
の存在は承知しているのですが、参道の入り口に構
えている鳥居について、何故これを「鳥が居る」と
言うのか。また、参道の入り口に建っているのか、
と質問しますと学生は虚を衝かれた表情に変わり、
沈黙します。この様子を確認した上で、鳥居にまつ
わる伝承、特に来迎信仰や異界論の話をしますと学
生の中にはメモを取り出すものも出てきます。ひと
しきり私の解説を終え、拝殿で調査の無事を祈り、
宿舎に帰り明日からの訪問調査に備えることになり
ます。
　なお、さきに触れましたように、この巡回の途中
で各自に割り当てられている調査農家の位置を確認
する作業があったわけです。その際、各自に最低で
も１軒を訪問し、自己紹介を兼ねて来村の挨拶の練
習を課しています。この最初の訪問が学生にとって
極度に緊張の高ずる時です。しかし仲間を待たせて
いる手前、拒否できません。仲間の声援に押されて
重い足どりで向かいます。まもなく満面の笑顔を浮
かべて帰ってきた学生を仲間が取り囲み、ひとしき
り会話が弾むことになります。この一見何でもない
ような経験が翌日からの単独訪問を勇気づけること
になるのです。
　訪問調査中、教員は宿舎に止まり、調査を終えて
帰ってきた学生から感想などを聞くことにしていま
す。調査に要する時間は予め約１時間位、と言って
おくのですが、実際は３時間程かかるのが普通です。
しかしこの時間については誰一人として不満は言い
ません。また調査に応じた人びとからのクレームも
ありません。それどころか学生は思いがけぬほどの
親切な応待に感激して帰ってくるわけです。
　「公民館に風呂がないが、皆さんはどうしている
の？」と訊かれ、「先生は１週間風呂に入らないで
も死んだ例はないから、大丈夫」と言っていると伝
えると、「この暑い季節にそれは気の毒だ。今晩お
風呂を湧かすから友達を誘って入りに来なさい」と
言われ、嬉しそうに私に話します。こうした貰い湯
の誘いはあっちこっちから出てきます。教員側では
急遽、この入浴割当表を作ることになります。入浴
に行った学生は、入浴後に飲みものやお菓子、時に
はビールなどの接待を受け、顔を赤らめて帰ってく
るのです。
　また、学生の中には面接聞取りの最中、土地面積
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の目測のできないことを知ったお婆さんが咄嗟に「私
についてきなさい」と屋外に出て田圃の畦道を一巡し、
「今廻った範囲が一反歩だ」と教えてくれたことに感
激した話。またある時には、宿舎に帰り私の顔をみる
なり、ボロボロ涙を流す学生がいます。私は一瞬何か
トラブッタのかと身構えるのですが、学生はカバンか
らつぎつぎにお菓子をつまみ出しつつ、長時間お邪魔
して迷惑をかけたのに親切に教えて下さり、帰り際に
友達の分もといってカバンにお菓子を詰めて下さった
ことを私に伝えようとするのだが、余りの感動に声を
詰まらせたのだということを知り、共に喜び合ったこ
と、この種の話の思い出は尽きません。
　そうした中で、ときに私にとっても興味深い情報を
運んでくる学生もいます。ある農家を訪問した時、「皆
さんがお宮さんにお詣りして下さり有難うございまし
た」と初日の巡回の時のことを話され、お礼を言われ
たが、その理由が判らないし、何と返事をしてよいか
迷いました、というのです。調査を重ねていくうちに
学生諸君は次第に相手のこうした言葉や所作にも注意
を払うようになります。
　割当てられた世帯調査表の完了までにはもう一つの
難関があります。一通り聞き取り調査を終えた世帯表
は教員の点検をクリヤーしなければなりません。初め
の頃は半数以上が再調査に出かけることになります。
しかしこの再調査は、さきに長時間にわたり親切に応
待して下さったのに、また迷惑をかけることに対する
申し訳なさ、ためらいといった困惑の表情をあからさ
まに浮ばせることになりますが、教員の側は心を鬼に
して再調査を要請します。中には同じ農家に２回以上
も訪問を繰り返すこともあります。しかし学生たちの
心情に反し、農家の側は再会のチャンスがふえたと歓
迎してくれるばかりです。
　合宿調査中のもう一つの重要な日課として毎晩開か
れるミーティングがあります。このミーティングの主
な内容は、その日１日に実施した世帯調査の結果につ
いての概況、その中で特に興味深かった情報について
紹介すること。さらに自分の設定した質問項目につい
ての修正や補充などをはじめ、全般にわたって質問文
の疑問点などについて指摘、その後で質問を受ける、
というものです。このミーティングは夕食・入浴を済
ませた８時過ぎから始めるのですが、終わるのは深夜
の12時を過ぎることも少なくありません。学生は日中
の調査活動で疲労しているにもかかわらず、全員最後
まで熱心に参加しています。
　以上が現地本調査の主な活動です。この本調査終了
後の作業としては､蒐集した資料の分析、報告書の執
筆へと続きます。その間、現地に２〜３泊程度の補充
調査をはじめ、学生個人ごとに電話や郵送による補充
調査も随時行っています。最終的に各自の執筆した原
稿を教員が点検し、業者の印刷、製本を経て調査報告
書は完成します。報告書はその年の履修学生の人数に
もよりますが、大体B ５版で350〜450頁の大部のも
のとなります。最終的にこの報告書を調査に協力して
下さった全世帯にお届けしてその年の社会調査実習が
終了することになります。
　私の在任中、調査報告書は都合８冊刊行しましたが、
調査地からの礼状はともかくとして内容についてク
レームを受けたことは１回も無かったと記憶していま
す。予想外なことに或る年、アメリカ在日大使館から、
本年度の報告書が入手出来なかったので寄贈してほし
いという電話がありました。聞くところによりますと
私共の調査報告書はアメリカ国立議会図書館に収蔵さ
れていたようです。学生諸君の努力の成果が外国まで
評価されていたわけです。
　以上、社会調査実習について特に学生の調査活動を
中心に、その粗筋について話してきましたが、最後に
調査実習を通じて私の得ました知見について、さきほ
ど触れました私の本日のシンポジウムの演題のサブタ
イトルに即して若干触れてみたいと思います。
　これまで縷々述べてきましたように、この調査実習
は客観的に見て大変苛酷な授業だったと思います。若
しこのような授業が所沢のキャンパスでしたら恐らく
学生の不満が爆発し、学級崩壊間違いなかったと思い
ます。公民館での合宿といった不便だらけの条件にも
かかわらず学生諸君は不満を口にしないばかりか、終
始教員の指示に従い、積極的に調査活動に取り組んで
いたわけです。所沢キャンパスでは見出すことのでき
なかった、彼らのポテンシャルエネルギーを発現させ
た誘因、動機づけは何によるものだったろうか、と改
めて考えてみますと、何といってもムラ人たちの出会
いによるところが大きかったと思います。
　すなわち、学生にとってこれまで全く無縁だったム
ラ人たちが、調査活動に対して時間を惜しまず、全幅
の協力、歓待してくれたこと、つまりはムラ人たちの
やさしさ、思いやりに対して言葉に言い表せぬ程の感
動を抱いたことにつきると思います。とすればムラ人
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のやさしさ、思いやりという暖かな行為の源泉は何
に由来するものだろうか、という疑問がわいてきま
す。
　この疑問を解く一つのヒントは、いささか迂遠の
ようですが、人類の進化の第五段階に当るホモ・サ
ピエンス、つまり現生人類の経験知から創出した生
存のための知恵に由来しているのではないか、とい
うのが私の仮説です。これから先は多分に短絡的な
話になりますことを予めおことわりしておかなけれ
ばなりませんが、人類の進化の過程で現生人類に先
行するネアンデルタール人は、４万年前頃に消滅し
たといわれています。その消滅した理由にはいくつ
かの説がありますが、私はネアンダデルタール人の
生活単位が家族といった比較的小さな集団であった
こと、そのため外敵からの防衛や気候変動に適応す
る力が弱体だったため最終的に消滅したという説に
注目してみたいと思います。
　この旧人に対して新人と呼ばれるホモ・サピエン
スの特徴の一つは、生活単位が家族より大きな集団
を可能にしていたということです。より大きな集団
を形成する能力の獲得が、旧人のウィークポイント
を克服し、今日にみるように地球のすみずみまで分
布するようになったという仮説です。その場合、こ
の新人が生活単位の拡大を可能にした能力は何かと
いうことになります。現象的には、協力とか互助と
いった行為の交換、つまり相互行為の範囲が血縁関
係を越えて更に第三者にまで拡大を可能にした能力
が問われることになります。この新人が獲得した能
力は他者との結合を促す親和的な要因であることが
予想されます。そう考えてきますと、あの調査実習
の際、学生諸君の学習意欲を駆動させたムラ人たち
の示したやさしさ、思いやりといった行為が思い起
こされるのです。恐らく新人は長い時間をかけて生
存戦略としてこの他者に対するやさしさ、思いやり
といった親和的感性を経験知として獲得し、内面化
させ、ホモ・サピエンスとしての人類の進化に大き
く寄与し、今日にみるような汎地球的に分布してい
くことになったのではないかと思います。
　こうして地球上に登場した新人は、その後各地の
風土に適応し、種々の人種を派生させつつ独自の文
化を蓄積していくことになったのでしょう。その一
例をあげますと新人の獲得した親和的感性を絶対的
な神や仏の手に委ね、ピエテートや慈悲の観念に昇
華させて、キリスト教、仏教といった宗教を創出し、
大きな集団を形成していくわけです。
　ところで新人の登場から数万年を経た現代の高度
に発達した資本主義社会では、こうした生存戦略と
して獲得した生活知としてのやさしさ、思いやりの
発現の機会や場が極端に圧縮されつつあるという新
たな問題を抱えることになりました。こうした状況
を逸早く捉えたアメリカの社会学者リースマンは、
1950年に「孤独なる群衆」という本を出しました。
この本は当時大いに注目されたのですが、論説の核
心は、現代社会、リースマンは大衆社会と規定して
いますが、そこでの現代人は自らの内的良心に従っ
た自律的な行動よりも、他人指向型の行動となる。
加えて他人との人格的、人間的な関係が稀薄となり、
他人を単なる手段として関わるだけで、やさしさと
か思いやりといった交流を欠き、その結果、人間は
孤独感に陥ることになる、という結論です。このい
わば警告ともとれるリースマンの論説は、現代社会
を捉える論理的考察として魅了されてはいたものの、
当時の私には「孤独」という言葉にそれ程の実感が
伴っていませんでした。
　しかしそれから半世紀を経た今となっては、この
リースマンの予見をはるかに越えて孤独が深刻な社
会問題を誘発していることは改めて指摘するまでも
ありません。これまでの私の話の筋に即して言いま
すと、孤独は他人との親和的感性にもとづく交流が
切断され、孤立や不安感になやまされている状態と
いうことでしょうが、そうした状態が、やがて貧困
や心身を蝕み、また極端には人間の尊厳さえも奪わ
れかねぬ事態に到る可能性を内包しており、事実は
深刻な社会問題を頻発させている昨今です。
　こうした孤独が引き金となって生ずる社会問題は
高齢者に限らず、青少年といった若年世代にまで及
んでいるのですが、とくに高齢者層にとっては、平
均寿命の延長と相関して特有の問題があります。そ
の対策の多くは対症療法的なものですが、近年は健
康寿命といった積極的志向も目立つようになりまし
た。そうした気運の中で最近注目されている研究が
あります。それは一言で申しますと、健康寿命を持
続するための有力な課題は、禁煙よりも、運動より
も、また肥満解消よりも「人とのつながり」、より突っ
込んで言いますと「他人に対してやさしく、親切に
してあげる」行為だというのです。こうした行為に
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よって体内の炎症を促す遺伝子の働きを抑え、結果的
に心臓病や認知症、筋力低下等の防止に効果的である
というのです。反対にそうした他人とのつながりを喪
失し孤独に陥ると「早死のリスクが50％高まる」とい
う衝撃的な発表です。
　こうしたセンセーショナルな研究成果は主として医
学分野の知見によるものですが、本日の私の話の筋も
要約すれば、他人に対してのやさしさ、思いやりといっ
た親和的感性にもとづく行為を契機とする相互行為の
重要さを、調査実習をとおして学んだ、ということに
尽きるわけです。その際にも触れたように、この親和
的感性は現生人類、つまりホモ・サピエンスへの進化
をプロモートする核心的要因と考えたわけです。かく
して現生人類は生きる知慧として、他者へのやさしさ、
思いやりといった感性をあたかも生得的かのように文
化の深層に刻み込んできたわけです。
　現代社会にはもう一つ私にとって懸念される事象が
あります。現在、産業界を中心に労働不足が深刻とな
り、政府は外国労働者の入国規制の緩和策を講じるな
ど労力補充対策におおわらわです。他方、産業界では
労力補充の手段として人工知能の開発を進めており、
私などの関知していない間に人工知能の進歩による精
緻なロボットの開発といった人間工学の異常ともいえ
る急速な発達です。ロボットの登場が人類にとってど
んな意味をもつものか、私にはにわかに定めがたいこ
とです。高名な英国の物理学者ホーキングの予見によ
りますと、人工知能の進歩によって現生人類のかかえ
ている病気や貧困は撲滅されるだろう。と同時に人工
知能は自ら進化し、意思を持って人類と対立する時代
の到来を予測しているわけです。
　ここまできますと、もはや私の思考能力の及ぶとこ
ろではありません。ホーキングの予見の前段はともか
くとして、後段については、現生人類の存続を前提と
して考える場合、今後人間工学の進むべき方向を、人
類の福祉にいかに貢献させるかという前提に立って、
制御し、コントロールすることが大きな課題となるだ
ろうと思います。そうした課題に応える担い手として
人間科学への期待が一層高まることが予想されます。
30年前に多くの期待を担って発足しました早稲田大学
の人間科学部は、今新たな試練のときに遭遇している
ように思います。
　最後にひとこと、人間科学を志す若い研究者に先人
の遺訓を紹介して私の雑駁な話を終えたいと思いま
す。その遺訓といいますのは中国魏の時代、西暦200
年の前半に生きた 夏侯玄の著した「楽毅論」の一節
です。或る時弟子が師に向かって、研究テーマを定め
るに当って心掛けるべきことを質問したところ、須遠
大、つまり是非とも遠くにあって容易に手の届かぬと
ころにある大きなテーマを選ぶことです。そうします
と、必迂　面難通然後己焉可也、つまりきっとあれや
これやと考え続けるが、とうとう分からずじまいに終
わってしまうだろう、それでよいのだというのです。
長時間にわたりご静聴ありがとうございました。
（注）以上の記述の大部分は、口述筆記現行の校正の
際にサブタイトルを設定し、新たに大幅に加筆したも
のです。
人間科学を〈生きる〉
菅野　純
　皆さん、こんにち
は。教員のときは主に
学校カウンセリング
を担当していまして、
2015年に退職しまし
た菅野です。
　最初に簡単に自己
紹介させていただき
ますと、宮城県に生ま
れまして、14年間教育
カウンセラーをしていました。人間科学部ができたと
きに教員になったのですが、このことは僕にとって大
きな意味がありました。つまり大学で助手をするとか、
副手をするとか、そういう経験なしに、市役所の職員
から急に大学の教員になったということで、なかなか
大学の教員というか先生になれない時代が長かったと
思います。そういう点で皆さんにもいろいろと迷惑を
かけたかも知れませんが、2015年まで勤めました。
　今は、私の故郷が東日本大震災でずいぶんと荒廃し
て、宮城県などは不登校が日本で第１位になってしま
いました。それと、いじめの発生率が第３位というこ
とで、やはり人の心にじわじわといろいろな影響を与
えていることが分かります。いま僕は週に３回、人工
透析をやっているのですが、透析の合間に、あるいは
あちらで現地透析していただいて宮城県に関わってい
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ます。また、所沢市のいじめ問題対策協議委員会の
委員長もさせていただいています。
　今日のテーマは「人間科学を生きる」ということ
で、ちょっと分かりにくいタイトルかも知れません
が、皆さんが大学で学んだ、場合によっては私のよ
うに教えた、あるいは一生懸命研究された、そうい
う「人間科学を日常生活でどのように実践するか」
ということについて皆さんと一緒に考えたいと思い
ます。
　皆さんの中には、人間科学である何々を一生懸命
勉強したという方もいらっしゃると思いますし、仕
方がないからやったという人もいるかも知れません。
あるいは本当にかすった程度だという人もいるかも
知れません。いずれにしても、大学を卒業してから
人間科学部を出たと言うと、いろいろな人から「人
間科学って何をやったの」と聞かれて、答えに詰まっ
たとか困ったとか、そういう経験があったかも知れ
ません。あるいは、自分にとって何なのだろうと思
いながらも、はっきりしないまま現在に至っている
という人もいらっしゃるかも知れません。
　そういう方もすべて、どこかで人間科学というも
のと宿命的に関わったということで、そのことを皆
さんと一緒に考えたいというふうに思っています。
　最初に、私ごとですが、私はカウンセラーをやっ
て教員という形で来ましたが、自分の長い間のテー
マでもあるのですが、今日皆さんと一緒に考えたい
テーマは、「自己一致」というテーマです。
　自己一致というのは、「ありたい自分」と「現実
の自分」がどれだけ一致しているかということです。
極端な話、自己一致していないというのは、例えば
法律を一生懸命研究して、法律の大事さを啓蒙しな
がら、一方で法律を破る人と言ってもいいと思いま
す。カウンセラーであれば、人の話をじっくり聞き
なさいと言いながら、現実生活では何も聞かない。
そういうようなものを「自己不一致」と言います。
　僕は、この自己一致というテーマが自分の中にす
ごく重くのしかかりながら生きてきたな、と思いま
す。つまり自分の中にはいろいろな心があります。
非難したい心とか、攻撃的な心、やっつけたい心、
暴れる心と言ってもいいと思いますが、場合によっ
てはそれが人一倍あるかも知れないと思ったことも
ありました。でも、カウンセラーという仕事は、そ
ういうものをむき出しにしてはいけないし、教師と
いう仕事もそういう面をむき出しにしてはできない
仕事です。ですから、無理はあっても自己一致を目
指すことが自分にとっては大事なテーマだというこ
とがあります。
　また、仕事の上ではかろうじて頑張れても、日常
生活の中で、自分は親から見れば子どもであるし、
同僚としてとか、友人としてとか、隣人としてとか、
夫としてとか、親としてどれだけそれを実践できて
いるかというのは、やはり自分にとっていつも問わ
れているテーマである気がしています。
　これは僕だけでなくて、皆さんも人間科学を学ん
だ者として自己一致をどれだけしているかというこ
とが、もしかしたら心のどこかにあるかも知れない
と信じてお話しするのですが、私の分野である臨床
心理学とかカウンセリングのエッセンスというのは、
ちょっときれいごとを書きましたけれども、「他者
および自己と誠実にかかわる」ことであろうと思い
ます。
　ここでもうずいぶん矛盾があるんですね。他者と
誠実にかかわることが自己を裏切ることになったり、
自己に誠実であることが他者を傷つけたりすること
にもなる。そういう問題にも出合うわけです。ある
いは他者の話にていねいに耳を傾ける。あるいは他
者のことをできるだけ理解しようと思う。
　僕がこの仕事をしてくる中で自分なりに思ったの
は、「そうせざるを得ない何かがあるのかな」とい
うふうに思って立ち止まることです。つまり違和感
を持ったり、「なんだ、この行動は」と思ったときに、
その人なりにそうせざるを得ない何かがあったのか
なとちょっとでも思ってみることです。それで分か
るわけではありません。ただ、そう思ってかかわっ
たときに人との関係が変わるということを僕は経験
しています。
　あとは、困って救いを求める他者に可能な限り寄
り添うということも大事かも知れません。あるいは
他者の持っている健康や幸せに向かう力を可能な限
り引き出す、ということもカウンセリングでは大事
だと言われていることです。
　でも、実際にはいろいろな方がいまして、例えば
自分との関わりの中で、こちらが傷つけられるとか、
こちらがイライラさせられるという人も中にはいま
す。そういうときに、自分がどれだけ自己一致して
いるかが問われてしまうのです。
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　僕も、歴史といった自分ともうちょっと離れた
テーマを研究している、あるいは専門に選んで生き
ていたらどんなにいいかと思ったことがあります。
どんなに人格的におかしくても歴史では冴えている
とか、そういうことであれば、世の中に通じていく
ことはあるわけです。むしろそういう自由さこそ欲
しいと思ったことも何度もありましたけれども、な
ぜかこういう仕事を選んでしまった。
　さらに、こうしたことを仕事の場だけではなく、
日常生活の場でどれだけ実践できるかというような
ことがテーマになります。先ほど言ったように、自
己不一致の場合は、人の話をあまり聞かずに断定し
てしまう、人のことを正確に理解しようとしない、
噂話とか憶測で判断してしまう。あるいは困ってい
る人と関わるゆとりがなかったり見て見ぬふりをす
る云々とあります。いろいろな自己不一致の形が、
僕らの仕事の中では誘惑のようにいっぱいあるとい
うことです。
　皆さんはそれぞれ、人間科学の中で何かを専攻さ
れて卒業論文や修士論文にされたと思います。です
から、ご自分のテーマというもの、あるいは自分が
理想とする生き方というのがそこから出てくるので
はないかと思うのです。それは何かということを、
少しでも心の中に持って生きるということを、すで
になさっている方もいっぱいいると思いますが、提
案したいと思います。
　実は最近、二つのハッとする出来事がありました。
一つは、こういうようなお手紙が僕のところに来た
のです。これは早稲田の人科の事務所に届いて、当
該者不在のためお戻し願いますといって戻されて、
その方が僕の住所を調べてもう一回差し出してきた
のです。
　どなたが書いたかというと、国分康孝先生という
有名なカウンセラーです。もう85歳になる方です。
何と書いてあったかというと、丁寧な字で書いてあ
るのですが、実は本を整理していたら、あなたから
10年ぐらい前にもらった本が出てきた。それについ
てお返事した記憶が自分にはない。大変非礼なこと
をしてしまった。あなたの本の中に書いてあった、
こういうこと、こういうことに自分は大変感動しま
した。そしてレスポンスのなかったことをお許しく
ださいと書いてあったのです。
　わざわざ僕の現住所を、いろんな出版社に問い合
わせたりして調べてくださったみたいです。この国
分先生の本の中に「教師たる者は教え子からの手紙
にはすぐ返事すべきだ」と書いてあるのです。です
から、国分先生も自己一致というテーマが頭の中に
あったのでしょう。僕が10年ぐらい前に書いて一方
的に送った本について、わざわざそうやってお詫び
の手紙を送ってくださったのです。
　もう一つは、これが何か皆さんお分かりでしょう
か。「週間天気予報（埼玉県）」と台風情報について
のコメントが赤で書いてある。これは何かというと、
中学校の化学の先生がいたのです。三木のり平に似
ているので「のり平、のり平」と言っていたのです
が、そののり平先生がときどきこういうのを送って
くださるのです。90歳です。
　90歳の先生が、菅野君は埼玉に住んでいて、そち
らのほうに台風が来そうだから十分注意するように
と。化学の先生ですから科学的な資料を付けて送っ
てくれるのです。地震のときには本当に細かな地震
のデータを、それを送られても困るというような細
かなものなのですが（笑）、そういうものを注意す
るようにと送ってくる。この先生もやはり科学者と
して必死になって自己一致を生きているというか生
きようとしていると思いました。そういう立派さみ
たいなものを、自分はできない、今はしていると思
えないけれど、やはりどこかで目標としたいものだ
なと思っています。
　皆さんも人間科学徒として、あえて「学徒」と言
いたいのですが、自己一致とは何だろうかというふ
うにぜひ考えてみてください。いろいろな先生が
おっしゃるように、人間科学というのは学際的です。
学際的というのは、互いに相手を非難しては成り立
たないものです。まずは相手を受け入れて、理解す
る努力というものがとても大事になってくるのでは
ないかと思います。
　そのほか、人間を全体的に捉えるというふうに言
われましたけれども、いわゆる「痛みのある心の持
ち主」、あるいは「傷つきやすい体の持ち主」、そう
いうものとして理解する視点、あるいは、いろいろ
な見地があると思いますが、僕の印象だと、ヒュー
マンという言葉、人間という言葉はソフトな印象が
あります。
　科学というのはやはり科学的根拠を持ってとか、
論理的にとか、実証的にということですけれども、
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いわゆる根拠のない噂話等に基づくのではないあり方
ということだと思います。これはややクールな印象を
持ちますが、皆さんもこういう二つの視点を矛盾なく
持つということをぜひ心の中に抱いてほしいなと思っ
ています。
　僕は東北で育った少年なので、人間科学を考えると
き宮澤賢治という人を思い出します。宮澤賢治という
人は農学者です。ですから死ぬまで無料でいろいろな
人の、肥料の設計書というのですが、それを何千枚と
書いた人です。
　肥料の設計書というのは、当時は今と違っていろい
ろなところにバラバラに田んぼを持っていたりするわ
けです。その土を持ってきて、それを分析して、リン
酸肥料は何％、カリ肥料はどのぐらいというふうにメ
ニューを出してあげる。そのときに、あそこの土地は
松林があって風が塞がれている、あるいは水捌けが悪
い、砂はどんな感じかというふうにアセスメントする
わけです。
　そういうふうにある面で科学者でもあったわけです。
だけど、彼は「羅須地人協会」という形で、農村の青
年たちがより豊かに人間生活を送るためにということ
で、音楽や芸術を教え、周りからは笑われたと思うの
ですが、真剣にチェロを弾いたり、みんなで歌をうたっ
たり、文学を学んだりした教育者でもあった。同時に
彼は詩人でもあったわけです。宮澤賢治の詩はまだま
だ読まれ続けるでしょう。
　でも、もし宮澤賢治が酒飲みで女たらしだったら、
たぶん残っていないと思います。やはり彼は自己一致
というものに向かって必死の努力をして自分を近づけ
ようとした。そういうところで彼の文学、彼の存在が
光り輝いているのではないかと思います。
　そういうようなものを、僕はもう67になっておじい
ちゃんですが、まだ目標としたいなと思っています。
皆さんの中にかすかにでもある人間科学とは何なのか、
例えばちょっと赤で書いたように、「他者の話によく
耳を傾け、的確に、論理的に理解し、他者の歩みを何
らかの形で応援する」と。
　つまり、皆さんが親であれば、わが子の話を遮るの
ではなくよく聞いてあげるとか、わが子がこういうふ
うに歩みたいと言ったときに一生懸命応援するとか、
そういうあり方でもいいと思います。あるいは、皆さ
んの隣の人がそうだったときに、少しでも役立つこと
があるかどうか、自分でできる限りのことをやるとい
うことかも知れません。
　そういうものを皆さんなりに、「自分のテーマは何
か」ということを考えるということが、人間科学が一
つ提案していることではないかと、僕自身は思ってい
ます。
　最後に付け加えるならば、僕らは神様ではないから、
完全な自己一致というのはあり得ません。むしろ日常
生活には、自己一致を阻むような出来事がたくさん生
じていると思います。親の介護があったり、孤立した
り、あるいは場合によっては隣人から裏切られる。そ
ういうこともいろいろあるかも知れません。
　「にもかかわらず」というところを僕は強調したい
と思います。「理想の自分と現実の自分の自己一致に
向かって一生懸命歩む」ということを人間科学の実践
者としてイメージしたらどうだろうかと。これは僕自
身の自戒の言葉でもあるのですが、皆さんにもそん
な提案をしたいなと思って、今日は話させていただ
きました。
　ご清聴ありがとうございました。（拍手）
人間科学部「あのころ　いま　そして」
木村　一郎
　ご紹介いただきま
した木村です。一応、
標題といいますかタ
イトルとしては、「人
間科学部のスタート
から現在、そしてこ
れから」というよう
なことでお話をした
いと思っています。
まず「あのころ」と
いうことで、人間科学部30年の歴史というようなこと
になろうかと思います。
　実は私は50年ほど前からここ三ヶ島の住民だったの
です。大学のほうがこちらに寄って来てくれたという
感じで、我ながらびっくりする展開でした。人間科学
部ができて30年ということですが、私は50年前に三ヶ
島に住むようになりましたので、その後のこの辺の状
況はつぶさに見てきました。
　このキャンパスの用地になったところは、いわゆる
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狭山丘陵といわれる緑いっぱいの地域でした。早稲
田大学がここへやって来るぞということで、地元
三ヶ島の住人たちも大変色めき立ったのですが、そ
の後工事が始まったときには私は愕然とさせられま
した。天下の早稲田大学がこんな環境破壊をしてい
いんだろうか、というような印象を受けたのです。
　当然のことながら、その頃の私は早稲田大学の教
員になるとは思ってもいなかったのですが、ここは
西武がたくさん土地を持っていたところで、墓地に
するとか、ゴルフ場にするとか、そういう噂があっ
たと聞いていました。そういったいきさつの中で早
稲田大学がこの辺の造成を始めたわけです。当然、
その武蔵野の雑木林は、学部の新設にあたってその
ほとんどが伐採されてしまい、本当に無残と言って
は言い過ぎかも知れませんが残念な風景でした。み
なさまのお手元に記念のクリアファイルがあると思
いますが、これは学部創設当時のスケッチです。小
さな木を新しく植えてスタートしたのですが、30年
経ちましたので、今ではこの木々が大きく育って向
こうの校舎が見えないぐらいになっています。それ
だけ歳月というか時間の経過を実感させられますが、
日本広しといえども、これほど自然に恵まれたキャ
ンパスはそうはないのではないかと思っています。
　さて、30年前の話になりますが、人間科学部は
1987年にスタートしました。当初は、建設の遅れ等
があって、４月初めからの開校というのではなく、
少しずれこんでスタートした記憶があります。当時
は急いで工事したということもあったのかも知れま
せんが、身近にいろいろなトラブルがありました。
大変高価で大事な電子顕微鏡が置かれた部屋に水漏
れがあって大騒ぎし、その対応に追われたというよ
うなこともありました。
　それ以外にも、先程も申し上げたように自然に満
ちた地域ということもあって、自然保護団体との関
係で大変複雑な問題が生じていました。例えば、わ
れわれがＢ地区と呼んできた南側にちょっと離れた
校地がありますが、そこに研究施設などを建てると
いう計画があったのですが、それも自然保護団体か
らの反対があって長い間実現できませんでした。良
識の府であるべき大学という立場から強引に事を進
めることはできなかったのでしょう。野球場や陸上
競技場もそうでした。それらにはナイター設備の照
明灯があったのですが、照明灯をつけると、鳥や昆
虫がその光に集まって来て環境を乱すということで、
照明灯を根元から切って撤去したり、点灯しないこ
とになりました。そういういろいろな問題を抱えな
がらのスタートでした。
　ここからは少し過去の歴史を踏まえて、私なりの
人間科学あるいは人間科学部に対する私の気持ち、
考え、希望を述べさせていただきたいと思います。
　人間科学部開設の時は「人間基礎科学科」、これ
は私の属していた学科ですが、それと「人間健康科
学科」、そして「スポーツ科学科」の三つの学科で
スタートしました。このあとは、私自身が属してお
りました人間基礎科学科の話を中心にお話しさせて
いただきたいと思います。
　私のイメージでは、スタート時の人間科学部の一
つの理念といいますか、基本的な考え方といいます
か、そういったものを象徴する学科は基礎という名
称が与えられたように、私の属しておりました人間
基礎科学科ではなかったかと思っておりますので、
そのへんを話題にしながらお話ししたいと思います。
先ほど話をしてくれた黒岩君は人間基礎科学科の一
期生でした。
　人間基礎科学科の定員は100人でしたが、ご存じ
のとおり、定員が100人だとすると、合格者のうち
何人ぐらい辞退するだろうかと計算して、ちょっと
上乗せした数で合格者を発表するのですが、一期生
のときは大失敗で、それ以前のデータがなかったせ
いということもあったのですが、100人の定員のと
ころに170人もの入学希望者が出てしまったのです。
もう大変でした。いい意味に解釈すれば、それだけ
受験生に強い関心を持ってもらった、そういう彼等
の熱意の表われということになるのかも知れません
が、受け入れ側としては、クラスを増やすとか、対
応に四苦八苦でした。
　人間基礎科学科はそういった状態でスタートしま
したが、われわれ教員は、大きく分けて三つの分野
プラスアルファで構成されているという状況でした。
その一つは、私が属していた系列である「生命科学
系」あるいは「生物系」で、生き物のサイエンスと
いう領域、そして「心理学領域」と「社会学領域」、
その三つがベースとなる学科でしたが、それ以外に、
いわゆる「人文科学系」といいますか、例えば歴史、
文芸、言語といった専門領域の先生方も一緒に基礎
科学科をスタートさせました。
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　私自身は「細胞生物学」という看板を掲げさせてい
ただきました。私が早稲田大学に来る前におりました
のは国立の基礎医学系の研究所だったのですが、そこ
での研究を継続して人間科学部でも生物体から取った
骨格筋のもとになる細胞をシャーレの中で育てて筋肉
をつくり、その形成過程を解析して筋肉を発達させる
条件などを分析するといった研究をしていました。
　開設の少し前に、早稲田大学に人間科学部というも
のができるが、お前は関心があるかという話が関係者
からありました。あるなら人間科学部に来てみないか、
というお誘いを受けたわけです。ところが、人間科学
とか人間科学部という分野、学部の名称は当時は大変
なじみの薄いものでした。いまでも若干そういうとこ
ろがあるかも知れませんが、30年前はまさにそういう
状況で、私自身、さてどういうものなのかなと思いま
した。
　それで、いろいろと関係の方々に話をお聞きしたり、
予定されているカリキュラムを読ませていただきまし
た。そのときに、簡単に言いますと、人間を総合的・
学際的に学ぶ、あるいは研究するというか、そういっ
たものを大きな目標にしている学部であり学科である
ということが推察されました。当時の日本には、人間
科学部という名称を持つ大学はほとんどありませんで
したが、そういう状況の中で、私はこの学部にお世話
になることを決めたわけです。
　このように、私も人間科学部の人間になるというと
きに、自分なりにいろいろ調べたり勉強したりしたの
ですが、そこで考えたことに関連して、私の大学生時
代の話をちょっとさせていただきたいと思います。私
が人間科学部に関心を持ち、よし、という気にさせて
くれた一つの動機になったことですし、ある意味で人
間科学部の一つの大きな特徴というか魅力というとこ
ろにつながるだろうと思いますので、お話しします。
　私は医者になるつもりで大学は医学部のコースに入
りました。結局、途中でずっこけたというか別の道を
選択してしまったのですが、そのへんの話をちょっと
させていただきたいと思います。
　僕が入学しましたのは東京大学だったのですが、最
初の２年間は教養学部という学部でいわゆるリベラル
アーツというものを多く学びました。リベラルアーツ
というのは、最近はそういう領域には文科省あたりは
かなり否定的な見解を述べていて、僕ははてなと思っ
ているのですが、リベラルアーツといいますのは我々
が持つ必要のある実践的な知識、あるいは学問の基本
といったものだろうと思います。人文科学、社会科学、
自然科学、そういった基礎分野を横断的に教育する科
目群といいますか、教育プログラムといいますか、そ
ういったものと表現できると思います。簡単に言って
しまえば、総合的・学際的な力を養い育てることを意
図する領域のものだろうと僕なりに解釈しました。
　医学部コースというのは一応理系です。ところが、
東大の教養学部の場合は、もちろん理系ですから生物
学、化学、物理学などの講義および実験実習というの
はかなり厳しいものがあったのですが、それ以外に選
択必修として、人文科学あるいは社会科学といったも
のをかなり強制的に学ぶことが求められたのです。僕
は例えば法学であるとか、日本の歴史であるとか、経
済学であるとか、社会思想史とか、国文学とか、そう
いったものをいろいろと履修したというか、させられ
たわけです。
　当時の講義は担当の先生のかなり独断的なものとし
て展開されたのですが、法学なら天皇制の問題といま
盛んに問題になっている第９条だけを、国史では邪馬
台国のことだけ。そしてそれらがすごく面白かったの
です。経済学は、後にノーベル賞が与えられたサミュ
エルソンという有名な経済学者がいますが、彼の著書
を教科書としてやりました。もちろん翻訳版でしたけ
れど。
　そういったことで、当時僕が大学に入ったときに学
んだような形が人間科学部でも求められているものだ
ろうと僕なりに読み取ったわけです。要するに、早々
と専門を決めてどうこうではなく、いろいろ幅広い勉
強をする。その中からだんだんと専門性を高めていく。
僕が大学へ入って早々の２年間の講義等が後々の僕の
日常的な生活や進路であるとか、研究とか、そういう
ものの考え方や進め方に大きな影響を与えたと思って
います。
　もう一つ例を挙げますと、語学では、僕は英語とド
イツ語と第３外国語でフランス語も欲張って学んだの
ですが、いわゆる語学という感じではなく、英語であ
ればヘミングウェイやオー・ヘンリーを読み、またド
イツ語ですごく印象に残ったのは、ボルヒェルトとい
う人の『フンデブルーメ』というよく知られた短編で
したし、フランス語はドーデの『風車小屋便り』など
をよく分からないままヒーヒー言いながら読みました。
そして、それらの講義で楽しかったのは、担当の先生
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が、単なる語学ではなく、例えばフランス語であれ
ばフランスの歴史や文化について、それまで持って
いた語学の授業のイメージとは全然違う形で講義し
てくださって、ものすごく魅力的だったのです。
　そういうものの積み重ねとしての教養学部の２年
間があって、先ほど申し上げたように、それが後々
専門課程に進んだときにも、いろいろな場面で、具
体的に何に役立ったというものではないとは思いま
すけれど、僕にとってはすごく貴重な財産になった
と思ってます。要するに、そのころ学んだいろいろ
なものが肥やしになったんだなという感じがすごく
しているわけです。
　大学に入ったのは所謂60年安保のときでしたから、
連日のように集会や国会へのデモでした。当時は先
生方が「君たち、今は教室で授業なんか受けている
ときじゃないだろう。国会に行こう」と率先して我々
学生をデモへ連れて行かれました。そして国会前の
路上で車座になっていろいろな議論をしたり、先生
の話を聴いたりということで、大学の中だけでなく
外も教室だったという感じでした。そのような体験
から、一般教養というかリベラルアーツ的なものは
すごく重要なものだと実感させられているわけです。
　先ほど話をしました黒岩君が学生時代の頃のこと
になりますが、人間科学部の場合には、特に私が在
籍しました人間基礎科学科というところは、かなり
必修の講義や実習が多いのが特色でした。それらの
中で重要だったものの一つは実験実習だったと思い
ます。先ほど申し上げたように、人間基礎科学科に
は生物系、心理系、社会系とあったのですが、各領
域の実験実習を必ず一つは履修しなければならな
かったのです。今はだいぶ違っているようですね。
三つの実習では満足できない学生はいくつ履修して
もいいということでした。かなり乱暴なルールだっ
たかも知れません。対応する教員達の負担も大変な
ものでした。今はいくつ以上取ってはいけないとい
う制限があるように伺っていますが、そのような実
験実習や調査では、計画を立て、実際に実験し調査
をしてデータを集め、それを整理し、統計処理をす
る。そしてそれをレポートにまとめるわけです。
　そういう一連の作業は、学生諸君にとってとても
貴重な体験だっただろうと思います。教え子の諸君
とは今でもときどき会って飲んだりすることがある
のですが、異口同音に、そのような経験が勤務先で
レポートを書くときなどにすごく役立っているとい
う話も聞きますので、異なる領域の実験実習の必修
としての位置づけというのは、僕はすごく重要な意
味を持っていたのではないかと思います。
　最後に、これからお話しすることに現在の人間科
学部の皆さんがちょっと目を向けていただいて、改
めて今後の人間科学部に生かしていただければ嬉し
いです。先ほどお話したかつての人間科学部の性格
を端的に示してくれるのではないかと思うものに、
私が担当した講義の中にもとてつもない大きなテー
マのものがありました。例えば、「人間の構造と機能」
です。この講義では、分子生物学的に、生理学的に、
あるいは細胞学的に、組織学的にと、ミクロからマ
クロまで生きものとしての人間、ヒトを追いながら
講義をしました。もう一つ、「人間発達の生命科学」
というものも担当しました。開設時の人間科学部で
は「発達」というのが一つのキーワードとして位置
づけられていたのですが、私はヒトの個体発生、具
体的には、卵・精子から発生･発達してやがて老化・
死に至るまでの一連のプロセスについて講義をしま
した。このシリーズには「人間発達の心理学」や「人
間発達のスポーツ科学」などもありました。
　さらにもう一つ特徴的だったものを挙げると、「総
合講座」という講義があったことでしょうか。卒業
生諸君には懐かしいと思われるかも知れませんが、
これはいわゆるオムニバス方式といいますか、いろ
いろな専門分野の教員が交代で一つの大きなテーマ
をもとに講義をするのです。学部全学生が必修で、
大きな700人教室で行われました。
　その最初のテーマは「生と死」でした。私がほか
の先生のお話を聞かせていただいても、大変に面白
い、興味あるものでした。次のテーマは「男と女」
でした。そういったテーマで総合講座というのが設
定されていたのですが、これらはいかにも人間科学
的なものではないかとそのとき思いましたし、今で
もそう思います。
　他にも人間科学部ならではのメニューがたくさん
用意されていました。今日は割愛させていただきま
すが、これからの人間科学部を担う先生方に改めて
お願いしたいことがあります。僕は持論として、人
間科学部の学生であるならばこれだけは勉強してほ
しい、この学科に属している学生ならば、これだけ
は最低限学んで何かを掴んで卒業してほしいという
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ものがあってしかるべきだと思うのです。これは教員
側が設定すればいいのです。それらを必修として提示
し、履修させることが必要ではないかと思っています。
　今の時代、学生諸君の自主性を重んじるということ
で、その結果としていわゆるおいしい科目だけを選ぶ
とか、単位が取りやすいものというふうに流れがちで
すが、そこはぜひ軌道修正していただけたらと思いま
す。これは学部、学科として必須と思われる科目を設
定し、必修という形で位置づけない限り難しいと思わ
れます。このことを今後の学部の課題として再検討し
ていただけたらと思います。ぜひお願いします。ナン
バーワンよりもオンリーワンの人間科学部を期待して
います。
　みっともない話の展開になってしまいました。恥を
かきに出て来たようなものですが、これで終わらせて
いただきます。（拍手）
